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55Influence of Pasteboard Using Color on Collage Expression
る台紙であった。このうち多かった台紙の色彩は黒
が最も多く23枚で､白の台紙よりも多かった。続いて
ベージュ10枚、紺10枚、青９枚、薄緑８枚、灰６枚
であった。紺が限りなく黒に近いことを考えると、
黒と紺を合わせると33枚となり、約３分の１が黒な
いし紺による背景の暗さを使っている。なお、１回
目の台紙の色彩で白は５名、黒は７名だったので、
集団内での作品の鑑賞会によるシェアリングとはあ
まり関係ないと考えられた。
　コラージュの制作回数と台紙の色彩についてまと
めたのが、表２である。
　表２には作品数と使用した人数を台紙の色彩ごと
にまとめた。台紙のすべての色彩ではなく使用され
る頻度の多いものをこの表に示した。台紙の色彩は
作品制作回数４回以上と、３回以下で比較してみる
と違いがあることがわかった。白の台紙は３回以下
の参加者に８人と多く使われており、枚数も18枚中
10枚が３回の人たちであった。このことは参加回数
が少ない上に、白の台紙に枚数が多いことから､参加
回数の少ない者に白の台紙が多いと言える。それに
対して黒の台紙は、使用者は７人と６人で半々くら
いであったが、制作枚数についてみると４回以上は
16枚、３回は７枚であった。単純に考えれば参加回
数が２倍なので、黒の台紙は全体にかなり一定の比
率で使われていることがわかる。ベージュは４回以
上の人に６人中５人に使用され、10枚のうち９枚が
４回以上の出席者であった。３回の参加者はほとん
どベージュの台紙が用いられなかった。白の台紙の
特徴と併せて考えると、４回以上の参加者には白に
変わってベージュを用いているとも推測された。濃
紺の台紙は４回以上よりも３回の制作者に10人中７
人が使用しており、３回の参加者は暗い背景の効果
に濃紺を用いていることが考えられる。なお、普通
の青も濃紺と同じ傾向があった。
　薄緑についての差は見られなかった。
　台紙の色彩については、通常白の台紙が用いられ
ている。描画法にもたぶん白い台紙が常識的であろ
う。しかし、描画とは異なり､アウトラインがコラー
ジュにおいてはっきりとするので、色彩のある台紙
でも色彩や形による表現の明快さは保たれると言え
る。さらに、コラージュにおいては経過中に数枚が
他の描画法よりも多いと思われるので、自己表現の
自由さを考えると台紙の色彩を白だけに限定するこ
とは､もう少し検討して良いのではないかと思われ
る。特に今回の結果から83％に白の台紙以外が用い
られていることは、今後の課題として､台紙とそこに
制作されるイメージの検討を行い、台紙によって制
作に影響があるかどうかなど明らかにするべきであ
ろう。特に心理療法で用いられるとするならば､むし
ろ台紙の色彩はクライエントの理解に意味があるの
ではなかろうか。今回の継続的制作においても台紙
の色彩は､作品の理解に示唆を与えるものがあったと
いう印象であった。
　他者との比較などが要求される、例えばアセスメ
ント機能を重視するなどであるならば、台紙の色彩
は白と決めた方が良いかもしれない。箱庭療法では
砂色の砂だけではなく白い砂も準備されている。砂
による箱庭作品の特徴について触れた研究もあるの
で、コラージュについても色彩の使用について注目
をしておくことも意味があろう。
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